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花崩岩ペグマタイトや 

石英の中から産出する 

ことが多い。 

メキシコのサ 

ンールイス・ボ 

トシで採れたト 

パーズの結晶。 

11月の誕生石として有 

名なトパーズ。カットし 

て加工すると上質な宝石 

になる。 
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天然トパーズの持っている、無色、 

黄色、青色、緑色などさまざまな 

色は、わずかに含まれている鉄や 

クロムなどの量によって決まる。 

素焼きの陶板にこすりつ 

けると白い条痕が残る。 

柱状結晶のものは、縦に条線が 

あり、柱面と直角方向に完全な男 

開が見られる。 

熱や放射線を利用し 

て人工的に色を変え 

ることができる。 
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多彩な色調 

含有物である鉄やクロムの量によってさまざまな色があら 

われるトパーズは、熱や放射線に当たると色調が変化すると 

いう性質を持っており、多量に産出する淡い黄色や青色、無 

色のものは、その性質を利用して人工的に変色されることが 

多い。例えば、天然ではめったに採れない貴重なピンク色の 

トパーズは、黄色いものを300 ~ 400てになるまでゆっく 

り加熱し、そのまま自然に冷やしてつくることが可能。ただ 

し、温度を上げすぎたり、急激に冷やしたりすると、元の色 

に戻ってしまう。また、無色のものにガンマ線を照射して熱 

を加え、青色に変化させたものは、ブルー・トパーズと呼ば 

れている。 

一方で、色が安定しているブラジル産のインペリアル・ト 

パーズは、最高級のものとして知られ、標本としても人気が 

高い。ちなみに、アメシストを加熱してつくられた黄水晶は、 

インペリアル・トパーズに色が似ているため、シリトン・ト 

パーズという別名でイミテーションに使われている。 
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スズ石やコルンブ石 

と―緒に出る。 

クロムを含んだ濃い 

ピンク色のトパーズ 

が産する。 

スリランカ 

‘長方形にカットされた、色 

の異なるトパーズ。もっと 

も―般的なデザインである。 

▲トパーズ単体の籍議ブラジル産。 

トブラジルのオウロ・ 

プレトで採れたイン 

ペリアル・トパーズ。 

サン・ルイス・ボトシ 

で産出する。 

ブラジル 

世界一のトパーズ産 

出国。 

ト母岩についたトパーズの結晶。ブラジル産。 
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